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 Fig.2銅結合部位の模式図
167173
 -HIS-his一TRP昏x-HiS-TRP-his一正しE一
 隅r㌃琴「}
 N》犠》N
I
Cu-0
 /＼
 NグNNへN
 μ」昌
 廿隻一〇sn・璽2・91yゼ篁』IB2-vαトi里一
317324
 167番目一!73番目と317番目一324番目のアミノ酸配列を比較し,共通のアミノ酸はアンダーラ
 インで示した。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文はカブトガニ(7初h塑」θ総掘融解総)のヘモシアニンのサブユニットを分離同定し,サ
 ブユニットα鎖の一次構造を決定したものである。著者が用いたカブトガニは岡山大学臨海実
 験所および福岡県伊万里湾で採集したものである。カブトガニ・ヘモシアニンは従来6～7種
 類のサブユニットからなると報告たれていたが,著者はイオン交換クロマトグラフィー,電気
 流動などにより,12種類を同定し,そのうち5種類の精製を行った。一次構造を決定したのは,
 α鎖で,CHBr分解でえた19ヶのCNBrペプチドのアミノ酸配列を決定し,トリプシン分解で
 えたペプチドの配列からCNBrペプチドの配列を決定した。α鎖は約580残基の単一ポリペプ
 チドで,N一末端から357基,C一末端から109残基のアミノ酸配列を決定している。これは全構
 造の約80%に相当する。α鎖は,α1,α2の混合物であるが現在まで,アミノ酸配列の不均一性
 はない。この点について・両者の相違は未決定部位にある可能性と・α・/α2無90/ioという存在比
 に由来する分析上の技術的困難のため見出されないという可能性とを指摘している。
 α鎖の9残基のシステインの位置を存在様式を決定し,4残基のシステインが形成するS-S
 結合の位置の推定を行っている。S-S結合に関与する4残基のシステインは,他のヘモシアニ
 ンにも存在することから,この分子の構造保持に重要な役割を担っていると推論している。N
 一末端から167番目一i73番目,317番目一327番目の領域が,トリプトファンとヒスチジンに富
 んでいることを基に,この領域を銅結合部として,両領域を包括する銅結合部位の模式図を提
 唱している。
 決定したα鎖の構造と,これまで部分構造が報告されている他のヘモシアニンのサブユ
 ニットの比較から,ヘモシアニンの分子進化についても論じている。
 以上の結果は,ヘモシアニンの構造と機能,および分子進化の研究に新らしい知見を加える
 もので,著者が自立して研究を行うに充分な能力と学識を有することを示している。よって,
 根本孝幸提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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